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「おおた国際教育」推進校に向けて  

 

 今年度、羽田中学校は「〈おおた国際教育〉推進校」となりました。  

 国際教育とは「地球人として、いろいろな課題を考えられるようにする教育」です。個人や、
自分の国だけの損得を考えるのではなく、地球規模での大きな課題を「自分ごと」として考え
られるようにすることが国際教育です。  

 地球人として生きていくためには、世界中の人々と協力して活動できる次のような人物の育
成が必要です。  

 ○世界中の人と協力できる  

    ・いろいろな（国の）人や文化を理解できる  

    ・自分の（国の）ことを話し、理解してもらえる  

    ・自分の意見を言える  

  ○国際交流言語（英語）の習得  

    ・いろいろな国の人と意見をかわせる  

    ・いろいろな国の文化を学べる  

  ○活動が世界につながることを意識できる  

 →  いろいろな活動で、社会に貢献できる  

    ・直接、貢献（ボランティア）活動を通して  

    ・仕事、スポーツ、趣味を通して  

 羽田中を卒業した生徒の活躍の場所が海外でなくてもかまいません。また、世界的に有名な
人物になることが必要なわけでもありません。ただ、自分の生活する場所や役割において、国
際的な課題を意識しながら、いろいろな人と協力して活動できるようになってほしいと思って
います。寿司屋さんになったり、アニメ関係の仕事についたら「日本文化を海外の人にわかっ
てもらうこと」「それが世界とどのようにつながっているか」を意識して、多くの人と協力し
て仕事ができればよいわけです。  

 さて、上に書いたような地球人には、その前提となる姿（人物像）があります。次のような
い意識や志向をもった人です。  

 ◇  社会を変えられるいう意識  

 ◇  社会に貢献したいという志向  

 ◇  人の喜びを自分の喜びとする態度  

 このような意識や志向がなければ、地球規模の課題を解決しようとか、みんな協力しようと
はならないからです。ところが、日本の若者は非常にその意識が低いことがわかっています。 
次のグラフを見てください。  



 このグラフは、日本財団が２０１９年に行った９カ国の１８歳、それぞれ１０００人に聞い
た調査の結果です。それぞれの項目に「はい」と答えた人の割合を示しています。  

 日本は、すべての項目
について９位（最下位）
です。特に「自分の行動
で国や社会を変えられる
と思う」という質問には、
非常に低い回答結果です。 

  また、「国の役に立ちた
いと思わない」という若
者の割合が他国に比べ非
常に高いのです。  

 日本の若者の「みんな
のため、社会のために活
動する」という意識は、
世界標準ではないという
ことになります。  

 「自分たちの社会を自
分たちでつくる」意識や、
「人のために活動する」
意識が低ければ、地球規
模の問題にも前向きにな
らないのは当然です。社
会が自分たちで変えられ
ると思っていないのです
から……。  

 今までの教育では、地
球人として活動する人物
は育たないということに
なります。  

 もちろんこれは、若者
だけの責任ではありませ
ん。私たち大人（特に教
育に関わる者）の責任は、
強く感じなければいけな
いはずです。  

  学校で言えば、自分たち
の生活する学校社会を「自
分たちでつくる」場を設
定することがもっと必要
なのだと思います。  日
本は中学生をあまり大人
扱いしていない。だから、
「自分たちが大人だ」と
いう意識もなかなか育た
ないわけです。  

 今年度、学校では、で
きるだけ自分たちで社会
をつくる場をつくりたい
と思っています。  

  また、社会のために活動
することのよさや、充実

感を味わわせることも重要です。  

 こういった活動も含めて国際教育です。そして、それが必要なのだと思います。  

 まずは、ボランティアに参加しましょう。今年度、コロナ禍があけ、多くのボランティアが
行われるはずです。ぜひ、多くの生徒が参加してくれることを期待しています。  

 

 ４／２８日のガーデンパーティには、１５名の生徒がボランティアに応募してくれまし
た。在校生の７．５％の非常に高い参加率です。非常にうれしく思っています。  

 


